
厚生労働省の
国際協力

厚生労働省は、「社会保障」、「社会福祉」、「公衆衛生（保健・医療・水道）」と「働く環境の向上」、「雇用支援」、「人材育成」
という幅広い分野を所管する厚生労働省の特徴を活かした総合的・一体的な国際協力を行っています。

協力形態としては、国際協力機構（JICA）の実施する協力への人材貢献、研修員受け入れ、国内国際協力実施機関への委
託・補助のほか、世界保健機関（WHO）、国際労働機関（ILO）といった国際機関への資金拠出を通じて、技術協力を実施
しています。

東南アジア諸国連合（ASEAN）諸国に対しては、大臣レベルでの交流を行うとともに、ASEAN事務局と連携し、協働事
業を実施しています。また、アジア太平洋経済協力（APEC) 諸国に対する事業も実施しています。

世界保健機関（World Health Organization: WHO）は、「全ての人々が可能な最高の健康水準に達すること」を目的
として、1948年に設立された国連の専門機関です。設立以来全世界の人々の健康を守るため、感染症対策、医薬品・
食品の安全対策、健康増進対策等広範な活動を行ってきています。

国際労働機関（International Labour Organization：ILO）は、１９１９年に設立された、国際機関として唯一の政
労使による三者構成機関であり、労働条件の改善を通じて、社会正義を基礎とする世界の恒久平和の確立に寄与する
こと、完全雇用、労使協調、社会保障等の推進を目的としています。全ての労働者に「ディーセントワーク（働きがいの
ある人間らしい仕事）」を実現させるため、国際協力事業にも積極的に取り組んでいます。
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“ひと、くらし、
　　 みらいのために”

  

 

 

 

委託・補助

資金拠出

資金拠出

資金拠出

●  障害者福祉対策支援
●  高齢化対策支援
●  年金制度導入支援
●  人身取引対策支援

●  労働安全衛生対策支援
●  移民労働者の権利保護支援
●  健全な労使関係の育成支援

●  若年者雇用支援
●  女性就労相談支援
●  失業保険の導入支援

●  感染症対策支援
●  保健システム支援
●  産業保健支援
●  食品安全・医療安全支援
●  エイズ対策支援
●  安全な水供給支援

●  職業訓練支援
●  技能評価制度導入支援

ＷＨＯとは

ＩＬＯとは

国際協力機構 (JICA)
人的貢献
研修受入
援助内容企画支援

ASEAN+3大臣会合での連携
社会保障ハイレベル会合の開催

大臣会合、ワーキンググループでの連携

アジア太平洋経済協力 (APEC)
東南アジア諸国連合 (ASEAN)

世界保健機関 (WHO) 国際労働機関 (ILO)

協
働
事
業
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協働事業の実施

プロジェクト実施プロジェクト実施

●  障害者福祉対策支援
●  高齢化対策支援
●  年金制度導入支援
●  人身取引対策支援

●  労働安全衛生対策支援
●  移民労働者の権利保護支援
●  健全な労使関係の育成支援

●  若年者雇用支援
●  女性就労相談支援
●  失業保険の導入支援

●  感染症対策支援
●  保健システム支援
●  産業保健支援
●  食品安全・医療安全支援
●  エイズ対策支援
●  安全な水供給支援

●  職業訓練支援
●  技能評価制度導入支援
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社会保障・社会福祉

★ASEAN日本社会保障ハイレベル会合★

日本政府は1996（平成8）年のリヨンサミットにおいて、「世界福祉構想」を提唱し、各国の首脳からの賛同を得ました。厚生労働省はこ
の世界福祉構想に基づいて、ASEAN地域において15年以上にわたって公衆衛生や医療保険等を含む広義の「社会保障」分野について、
知恵や経験、成功事例などの共有や、経済開発を進めていくための制度づくり・人づくりを支援してきています。

ASEAN日本社会保障ハイレベル会合は、リヨンサミット以降実施してきている社会保障分野の協力について、特にASEAN地域に焦
点を当てて、ASEAN各国と日本との緊密な関係をさらに発展させることやASEAN地域における人材育成を強化することを目指して、
ASEAN10ヶ国から社会福祉分野と保健分野を担当するハイレベル行政官を招聘し、2003（平成15）年から毎年開催しています。

2004（平成16）年にはASEANにおいても福祉分野や医療分野での日本、中国、韓国との協力を強化することを目指してASEAN+3
保健大臣会合とASEAN＋3社会福祉大臣会合が開始されました。ASEAN日本社会保障ハイレベル会合の結果は、これらの大臣会合な
どに報告され ASEAN 諸国からの高い評価を得ています。また、これらの大臣会合との連携をはかりながら ASEAN 日本社会保障ハイ
レベル会合を開催することにより、相互補完的に必要な知識や情報を交換することを通じて、より良い社会保障政策を共有することを目
指しています。

ASEAN 日本社会保障ハイレベル会合のテーマは、日本における社会保障政策に関する状況に加えて、ASEAN 諸国の状況や ASEAN
事務局からの提案も考慮しながら決定されており、会合においては、高齢者、母子、障害者などの社会的弱者に対する福祉サービスと保健
サービスとの連携を軸として、中央政府と地方政府との連携、官民の役割分担、コミュニティー活動の活用方策などについて議論を行っ
てきています。

【写真；2009（平成21）年第7回会合 全体会合】 【写真；2009（平成21）年第7回会合　視察】

【写真；2009（平成21）年第7回会合 施設視察】


